
広
西
に
お
け
る
土
司
制
度
の

駒

ー
ー
と
く
に
析
城
県
土
司
街
門
を
通
し
て
|
|
|

は

じ

め

に

一
九
九
一
年
八
月
一
六
日
か
ら
二
九
日
ま
で
の
一
四
日
間
、
中
国
南
境
の
広
西
地
方

を
旅
し
た
。
こ
の
間
、
主
と
し
て
広
西
壮
族
自
治
区
の
区
都
・
南
寧
市
郊
外
に
あ
る
広

酉
民
族
学
院
に
滞
在
し
、
壮
(
チ
ュ
ア
ン
)
族
の
土
司
制
度
と
土
地
所
有
制
に
関
す
る

文
献
資
料
の
収
集
に
努
め
た
。
な
お
こ
の
聞
の
八
月
二
三
日
か
ら
二
六
日
ま
で
の
四
日

問
、
肝
城
県
へ
出
か
け
て
析
城
県
土
司
街
門
(
今
日
で
は
析
城
県
土
司
博
物
館
と
な
っ

て
い
る
)
と
八
案
(
明
代
中
期
に
農
民
叛
乱
の
舞
台
と
な
っ
た
壮
族
の
八
つ
の
村
落
)

を
見
学
し
た
。
と
く
に
折
城
県
士
司
街
門
は
、
か
つ
て
中
国
の
西
北
か
ら
西
南
に
か
け

て
の
広
い
地
域
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
た
土
司
制
度
の
名
残
を
今
日
に
伝
え
る
数
少

な
い
貴
重
な
史
蹟
の
一
つ
で
あ
る
。
土
司
街
門
(
官
署
)
が
今
日
な
お
往
時
の
遺
構
の

ま
ま
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
析
城
県
土
司
衛
門
の
み
と
さ
え
い

わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
肝
城
県
土
司
衛
門
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
明
清
時
代
の
広
西
に
お
け
る
土
司

制
度
の
一
端
を
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

広
西
に
お
け
る
土
司
制
度
の
一
働

谷

一房

男

口

一
、
折
城
県
の
沿
革
と
現
況

(イ)

位
置

広
西
壮
族
自
治
区
の
中
央
部
に
位
置
す
る
析
城
県
は
、
山
間
の
一
小
県
で
あ
る
。
(
地

国
I
参
照
)

析
城
県
の
南
部
に
は
、
紅
水
河
(
下
流
は
柳
江
と
合
流
し
て
斡
江
に
注
ぐ
)
と
呼
ば

れ
る
大
き
な
川
が
西
か
ら
東
へ
と
流
れ
て
い
る
。
県
に
は
鉄
道
が
な
く
、
主
な
交
通
機

関
と
し
て
は
、
水
路
あ
る
い
は
陸
路
が
利
用
さ
れ
、
東
に
は
柳
州
市
へ
、
北
に
は
宜
山

県
へ
、
南
に
は
上
林
県
か
ら
賓
陽
県
を
経
て
、
さ
ら
に
南
寧
市
へ
と
至
る
道
路
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。

南
寧
市
か
ら
析
城
県
ま
で
は
、
北
へ
お
よ
そ
こ
五

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
私
が

乗
っ
た
車
は
南
寧
か
ら
肝
城
ま
で
約
五
時
間
を
要
し
た
。

(ロ)

沿
革

肝
城
県
は
唐
代
に
初
め
て
設
け
ら
れ
た
県
で
あ
る
。
『
目
唐
書
』
巻
四
一
・
地
理
志
・

嶺
南
道
・
安
南
部
督
府
の
条
に
、
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芝
州
、
下
、
土
地
与
交
州
問
、
唐
置
芝
州
、
失
起
置
年
月
、
天
宝
一
瓦
年
、
改
為
折
城

郡
、
乾
元
元
年
、
復
為
芝
州
、
領
県
一
、
肝
城
、
州
所
治
、
無
戸
口
及
両
京
道
理
・

四
至
州
府
、
最
遠
悪
処
、

と
あ
り
、
『
唐
童
日
」
巻
四
三
・
地
理
士
山
・
嶺
南
道
・
安
南
部
護
府
の
条
に
、

芝
州
肝
城
郡
、
下
、
唐
置
、
戸
千
二
百
、
口
五
千
三
百
、
県
七
、
肝
城
、
下
、
富
川
、

下
、
平
西
、
下
、
楽
光
、
下
、
楽
輔
、
下
、
多
雲
、
下
、
思
竜
、
下
、

と
あ
り
、
『
読
史
方
輿
紀
要
』
巻
一

O
九
・
広
西
・
慶
遠
府
の
条
に
、

肝
城
県
、
府
南
百
四
十
里
、
東
南
至
柳
州
府
賓
州
百
六
十
里
、
西
南
至
那
地
州
百

里
、
本
蛮
地
、
唐
貞
観
中
、
開
置
芝
州
、
治
析
城
県
、
天
宝
初
、
日
肝
城
郡
、
乾

一
元
初
、
復
日
芝
州
、
宋
為
輯
際
地
、
慶
歴
三
年
、
廃
芝
州
、
以
肝
城
県
隷
宜
州
、

元
属
慶
遠
路
、
明
初
属
慶
遠
府
、

と
あ
る
。
唐
の
貞
観
中
に
芝
州
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
治
所
と
し
て
折
城
県
が
設
け
ら
れ

た
。
や
が
て
天
宝
元
(
七
四
二
)
年
に
芝
州
は
、

一
時
廃
さ
れ
て
肝
城
郡
と
改
め
嶺
南

¥ 、

道
に
属
し
た
が
、
乾
元
一
元
(
七
五
八
)
年
に
再
度
復
活
し
た
。
宋
の
慶
暦
三
(
一

O
四

二
一
)
年
に
芝
州
を
廃
し
、
肝
城
県
は
宜
州
に
隷
属
し
た
。
一
克
代
に
析
城
県
は
慶
遠
路
の

統
県
と
し
て
、
明
代
に
は
慶
遠
府
に
属
し
、
清
代
に
至
っ
た
。

)
 、
ノ(
 
現
況

肝
城
県
は
、
今
日
で
は
柳
州
地
区
に
属
し
て
お
り
、
そ
の
面
積
が
、
二
、
四
五
一
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
人
口
が
三
七
二
八
一
九
人
で
、
そ
の
う
ち
非
農
人
口
が

一
八
、
二
一
五
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
析
城
県
は
、
八
郷
(
寧
江
・
馬
酒
・
欧
洞
・

安
東
・
果
遂
・
北
更
・
遂
意
・
新
庁
)
と
五
鎮
(
城
関
・
大
塘
・
思
練
・
紅
渡
・
古
蓬
)

と
か
ら
な
っ
て
お
り
、
県
庁
が
城
関
鎮
に
お
か
れ
て
い
る
。

県
の
主
要
な
産
業
は
農
業
で
あ
り
、
耕
地
面
積
が
四
五
・
九
七
万
畝
と
な
っ
て
い

広
西
に
お
け
る
土
司
制
度
の
一
駒

る
。
主
な
史
蹟
と
し
て
は
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
肝
城
県
土
司
街
円
と
土
司
嗣
堂
を
は
じ

(2) 

め
と
し
て
、
清
代
の
永
吉
橋
な
ど
が
あ
る
。

ニ
、
広
西
の
民
族
分
布
と
土
司
分
布

(イ)

民
族
分
布

今
日
広
西
壮
族
自
治
区
は
、
漢
民
族
と
二
の
少
数
民
族
と
か
ら
な
る
多
民
族
居
住

(
3
)
 

地
域
で
あ
る
。
広
西
に
お
け
る
民
族
別
の
人
口
は
、
表
I
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
広
西

の
総
人
口
の
お
よ
そ
三
分
の
二
を
漢
民
族
が
占
め
、
約
三
分
の
一
が
一
一
の
少
数
民
族

と
な
っ
て
い
る
。

二
の
少
数
民
族
の
う
ち
で
は
、
壮
族
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

広
西
に
お
け
る
漢
民
族
と
少
数
民
族
と
の
分
布
状
況
を
示
し
た
表
H
に
よ
れ
ば
、
そ

の
分
布
状
況
に
大
き
な
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
『
中
国
人
口
・
広
西

分
冊
」
に
よ
っ
て
、
広
西
に
居
住
す
る
民
族
で
最
も
代
表
的
な
漢
民
族
・
壮
族
・
落

族
・
苗
族
に
つ
い
て
、
そ
の
分
布
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

漢
民
族
は
自
治
区
全
域
に
分
布
し
て
い
る
が
、
と
く
に
桂
林
・
梧
州
・
玉
林
・
欽
州

地
区
お
よ
び
南
寧
・
柳
州
・
桂
林
・
梧
州
・
北
海
の
各
都
市
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の

数
が
八
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
漢
民
族
が
広
西
の
東
部

地
区
と
主
要
な
都
市
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

少
数
民
族
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
ま
ず
広
西
で
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
壮
(
チ
ュ
ア
ン
)

族
は
、
広
西
の
西
部
、
と
り
わ
け
右
江
・
左
江
・
紅
水
河
流
域
の
諸
県
と
南
寧
・
柳

州
・
百
色
・
河
池
の
四
地
区
に
集
中
し
て
お
り
、
広
西
に
居
住
す
る
八
八
・
二
四
パ

l

セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
。

T富

族
は
比
較
的
に
広
い
地
域
に
分
布
し
て
い
る
が
、

柳
川
・
桂
林
・
梧

(
ヤ
オ
)

五



広
西
に
お
け
る
土
司
制
度
の
一
腕

ーよ-

ノ¥

広西の民族別人口

工、当 人口調査年次別人口 百分比(%)

1953年 1964年 1982年 1953年 1964年 1982年

広 西 総 人 口 19，560，822 23，198，330 36，421， 421 100 100 100 

漢 民 族 12， 145，967 14，451，340 22，487，418 62，09 62.29 61. 74 

少 数 民 族 7，414，855 8，746，990 13，934，003 37.91 37.71 38.26 

壮(チ ニエ ア ン)族 6，496，885 7，748，565 12，330，765 33.21 33.40 33.86 

瑠(ヤ オ)族 471，244 536，822 863，809 2_41 2.31 2.37 

苗(ミ ヤ オ)族 203，547 217，348 337，444 1. 04 O. 94 O. 93 

伺(ト ン)族 149，869 139，444 229，593 O. 77 0.60 0.63 

{:Ä j~ (ム フ オ)族 43， 167 52，575 88，840 O. 22 O. 23 O. 24 

毛南(マ オ ナ ン)族 18，404 22，337 37，933 0.09 0.09 0.10 

回(か い)族 9，894 13，465 19，374 0.05 0.06 0.05 

京(キ ン)族 6，596 4， 155 9，864 0.03 0.02 0.03 

舞( イ )族 4，681 4，245 4，717 0.02 0.02 0.01 

水(ス イ)族 2，647 4，063 0.01 0.01 

!i:{老(ケ フ オ)族 507 980 O. 002 0.003 

其 の 他 10，568 4，880 6，621 0.05 0.02 0.018 

州
・
百
色
・
河
池
・
欽
州
の
六
地
区
に
、
広
西
に
居
住
す
る
蕗
族
人
口
の
九
二
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
が
お
り
、
と
り
わ
け
都
安
・
巴
馬
・
金
秀
・
富
川
の
瑠
族
自
治
県
に
集
中

し
て
い
る
。

苗
(
ミ
ャ
オ
)
族
は
主
に
柳
州
・
桂
林
・
百
色
・
河
池
の
四
地
区
に
集
中
し
て
お
り
、

と
り
わ
け
融
水
・
一
ニ
江
・
竜
勝
・
隆
林
の
四
つ
の
民
族
自
治
県
と
資
源
・
西
林
・
南
丹

等
の
県
に
、
広
西
に
住
む
苗
族
の
九
二
一
・
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
居
住
し
て
お
り
、

融
水
苗
族
自
治
県
に
は
、

一
四
万
人
以
上
が
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
今
日
の
広
西
に
お
け
る
民
族
分
布
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
を
漢
民
族
と
少
数
民
族
と
の
分
布
で
比
較
し
て
い
え
ば
、
広
西
の
東
部
に
は
、
漢
民

族
が
圧
倒
的
に
多
数
を
占
め
、
広
西
の
西
部
お
よ
ぶ
中
央
部
に
は
、
少
数
民
族
が
比
較

的
に
多
く
居
住
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
明
清
時
代
に
お
け
る
広
西
の
民
族
別
人
口
分
布
を
具
体
的
な
数
字
を

も
っ
て
示
す
史
料
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
な
よ
う
で
あ
る
。
な
お
参
考
ま
で
に
、
明
代

の
官
僚
が
広
西
省
全
域
の
民
族
分
布
状
況
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
よ
う

表 I

で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
「
明
実
録
』
世
宗
嘉
靖
二
五
年
六
月
丁
亥
の
条
に
、

章
下
兵
部
以
為
広
西
嶺
徹
荒
服
、
大
率
一
省
狼
人
半
之
、
濡
謹
一
二
之
、
居
民
二
之
、

と
あ
り
、
き
わ
め
て
概
略
的
な
把
握
で
あ
る
が
、
明
代
の
広
西
省
に
お
け
る
民
族
別
人

口
構
成
を
知
る
手
懸
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
明
代
半
ば
の
嘉
靖
年
間
、
広

西
で
は
全
省
の
五
割
が
恨
人
で
あ
り
、
三
割
が
培
・
憧
で
あ
り
、
二
割
が
漢
人
で
あ
っ

た
と
い
う
。
な
お
こ
こ
で
い
う
恨
人
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
士
司
支
配
地
区
に
居
住

す
る
億
(
壮
族
)

で
あ
っ
て
、
非
土
司
(
流
官
)
支
配
地
区
に
居
住
す
る
憧
と
区
別
し

て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(ロ)

土
司
分
布



け
|

容
1
(ヨ
河君
主E
lJ
ト十
&1
-=
+投
下
T
国
日

表
II
19
82
年
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西
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伺
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6
6
3
，9
4
9
 
4
，
 17
6，
73
9 
52
，1
4
6
 
1， 
12
2 

27
1 

13
0 

41
 
19
8 

2
2
7
 

33
 

78
 

53
3 

柳
州
地
区
1，
3
7
4
，8
0
7
 
2 ，
0
9
4，
9
4
7
 
84
，3
5
3
 
19
2
，
71
4 
18
6
，5
2
8
 
5 ，
66
1 

13
1 
1 ，
0
3
0
 
11
1 

35
 
7
0
7
 

34
2 

桂
林
地
区
2
，9
22
，
12
6 
11
4
，2
00
 
17
5
，
 
21
2 
37
，4
9
7
 
3
8
，
 
75
6 

82
 

27
 
4
，0
2
9
 

11
 

18
 

6
 

2
8
6
 

梧
州
地
区
3，
28
1， 
7
4
3
 
6
0，
8
0
0
 
13
1， 
71
3 

13
2 

53
 

25
 

17
 
18
0 

6
 

16
9 

玉
林
地
区
6，
8
8
6
，4
6
4
 
4
4
2
，8
2
6
 
6
，5
1
7
 
4
0
4
 
18
0 

26
7 

12
8 

2
7
5
 

6
 
20
 

24
 

40
1 

百
色
地
区
3
9
8
，8
4
7
 
2，
4
8
7
，9
4
0
 
10
0
，4
6
3
 
8
7，
.7
92
 
10
5 

6
9
 
31
 
3
8
0
 

4
6
 
4
，3
9
7
 

4
 
97
1 
95
1 

河
池
地
区
54
7
，3
5
8
 
2 ，
12
0
，5
54
 
2
8
6，
0
3
6
 
15
，9
21
 
1，
72
1 
81
，3
0
7
 
37
，
 
23
2 

6
7
9
 

6
 
14
1 
3 ，
13
0 

4
 
6
3
8
 

欽
州
地
区
3，
4
1
4
，9
0
3
 
4
7
2
，4
2
5
 
12
，7
1
6
 
53
8 

3
8
0
 

78
 

15
 

41
 
9
，3
21
 

11
 

34
 

1 ，
4
9
2
 



表 E 明清時代における広西土司の設置・改流一覧表

番号 土司名 初任士宮名 設置年 省廃改流年 備 考

東 蘭 :ト卜| 章銭保 洪武 12 羅正 7 意富擦を初任土官とする

2 南 丹 州 莫 金 /ノ 7 洪武28改 l時廃止復置

3 週日 地 州 羅黄貌 /ノ

4 析 城 県 莫敬誠 宣徳間 (民国 17年改流)

5 永順長官司 都文茂 弘治問

6 永安長官司 主主 4鬼 11 

7 恩恩府(州) 本永昌 弘治末改

8 t 林 県 黄 嵩 洪武 2

9 白山土巡検司 王 愛 嘉靖 7

10 興隆 // 主主 貴 // 

11 那馬 ノノ 黄 理 // 同治9改

12 定羅 1/ 徐 伍 11 

13 |日城 // 黄 集 11 

14 ド旺 ノノ 意良保 // 

15 安定 /ノ 潜応壁 11 

16 都陽 // 黄 留 // 

17 古零 ノノ 軍 益 11 

18 田 ナト| (府) 本伯顔 洪武 2

19 帰 11頃 州 苓永興 永楽問 羅正8改 弘治9年嗣から州へ

20 恩 城 1'1'1 芦r之 欽 弘治問廃

21 上 隆 州 若手永通 成化3廃

22 者E 康 州 b馬 斌 洪武 32

23 1四城州(府) 民寸 主口主 品中、 // 5 羅正5改

24 程 県 宣徳初改

25 安降長官司 界子得 永楽 l

26 上林長官司 左手子成 グ初 康照5改

27 向 武 州 黄世鉄 洪武 2 洪武28改

28 富 労 県 黄 建文中 永楽初省 武林県へ省入

29 奉 議 州 黄志威 洪武 7 洪武28改

30 鎮 安 府 与添保 /ノ 羅正10改

31 上映洞土巡検司 許尚爵

32 j掠溜案 // 

33 遷隆洞 // 黄威雪量 洪武 4

34 武 靖 州 若手邦佐 嘉靖 8

広
西
に
お
け
る
土
可
制
度
の

腕

1¥ 



広
西
に
お
け
る
土
司
制
度
の

番号 土司名 初任士宮名 設置年 省廃改流年 備 考

35 帰 徳 少H 黄陸城 洪武 2

36 呆 化 チH 越 栄 /ノ

37 下 雷 ナH 許永通 万歴 18年桐から州へ

38 上 思、 チH 黄中栄 洪武初 弘治18改

39 太 平 府 黄英桁 (( 2 

40 太 平 州 李以忠 (( 

41 鎮 遠 州、i 趨勝昌 グ初

42 若 盈 ナト| 李鉄釘 (( 

43 平 安 列f 李郭佑 (( (民国 17年改流)

44 万 承 介| 許郭安 (( (民国 18年改流)

45 全 著 州イ 李添慶 (( 

46 結 安 1'1'1 張土栄 (( 

47 音量 英 1'1'1 李世賢 (( 

48 結 倫 州 鴻万傑 (( 2 

49 都 結 州 農武高 ノノ 初

50 上下凍州 趨貼従 (( 

51 思、 城 州 越雄傑 (( 

52 羅 陽 県 黄 出EL ノノ 初

53 思 陵 州 章延寿 か 21

54 思 同 州 黄克嗣
(( 万歴28省 永康州へ省入

55 養 利 j十i 趨日泰 グ初 か 3改

56 永 康 介! 楊栄賢 成化8改 万歴28年桐から州へ

57 左 介i 黄勝爵 洪武初 か 13改

58 F註才f雪L之 善 県 越 還 宣徳間改

59 息 明 府 黄忽都 洪武 2 (民国初改流)

60 思 明 :ト卜| 黄君寿 H 初 康照58改

61 下石西州 閥 賢 ノ/ 2 

62 上石西州 越 崇禎間省 土官趨・何・黄氏交替

63 音量 チト| 越帖堅 洪武 2 羅正7改 清代上龍土巡検司となる

64 忠 介i 黄中謹 N 初 (民国5年改流)

65 葱 祥 州、| 李 昇 (( 

66 江 1ト| 黄威慶 (( 

67 羅 白 県 梁敬賓 (( 

68 手IJ 州 広-，之 (( 嘉靖2省 澗城州へ省入

蹴

九



広
西
に
お
け
る
土
司
制
度
の
一
齢

中
国
西
南
の
非
漢
民
族
地
域
を
統
治
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
土
司
制
度

は
、
周
知
の
如
く
唐
宋
時
代
の
購
腰
州
体
制
を
う
け
つ
ぐ
も
の
で
あ
り
、
一
元
代
に
始
ま

(
7
)
 

一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
る
。

り
、
明
代
に
整
え
ら
れ
、
清
代
に
確
立
し
た
と
、

広
西
に
お
け
る
土
司
の
設
置
・
改
流
に
つ
い
て
、
「
明
史
」
巻
コ
二
七

i
九
・
広
西
土

司
伝
お
よ
び
「
清
史
稿
』
巻
五
一
六
・
広
西
土
司
伝
な
ど
に
よ
っ
て
、
明
清
時
代
の
状

(
8
)
 

況
を
整
理
し
た
も
の
が
、
表
直
で
あ
る
。

表
直
を
参
考
に
し
て
、
明
清
時
代
の
広
西
に
お
け
る
土
司
の
設
置
・
改
流
状
況
を
み

て
い
く
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

広
西
に
設
置
さ
れ
て
い
る
土
司
の
殆
ど
が
文
職
系
の
土
司
(
土
知
府
・
土
知
州
・
土

知
県
)
で
あ
り
、
武
職
系
の
土
可
(
宣
慰
司
・
官
一
撫
司
・
安
撫
司
・
長
官
司
)
と
し
て

(
9
)
 

は
、
僅
か
に
四
つ
の
長
官
司
が
設
け
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し

た
状
況
は
、
土
司
制
度
が
実
施
さ
れ
た
他
の
中
国
西
南
地
域
(
四
川
・
湖
南
・
貴
州
・

雲
南
な
ど
)
と
、
大
き
く
相
異
す
る
も
の
で
あ
り
、
広
西
土
司
の
一
つ
の
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
相
異
が
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
は
、

今
後
他
の
地
域
と
の
比
較
を
ふ
ま
え
て
、
充
分
に
検
討
し
て
い
く
必
要
の
あ
る
課
題
と

い
え
よ
う
。
さ
し
当
っ
て
、
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該

地
域
へ
の
漢
民
族
の
進
出
と
密
接
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

ω非
漢
民
族
の
漢
化

程
度
の
差
異
、
川
非
漢
民
族
の
生
業
形
態
の
差
異
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
明
清
時
代
の
広
西
に
お
け
る
士
司
に
つ
い
て
、
と
く
に
そ
の
分
布
状
況
を
検
討

し
て
み
よ
う
。

ま
ず
万
暦
二
七
年
序
、
蘇
溶
纂
修
「
広
西
通
士
山
」
(
以
下
で
は
万
暦
版

『
広
西
通
志
』
と
略
す
)
巻
二
二
・
外
夷
志
・
土
司
の
条
に
は
、
明
代
の
広
西
に
設
け
ら

れ
た
諸
土
司
を
右
江
土
官
と
左
江
土
官
と
に
二
分
し
て
列
挙
し
て
い
る
。
い
ま
こ
れ
に

従
っ
て
、
そ
の
分
布
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
(
便
宜
上
士
司
名
は
表
E
中
の
番
号
を
用
い

る
)〈
右
江
士
宮
〉

0

慶
遠
府
轄

。
布
政
司
直
隷

〈
左
江
士
官
〉

。
薄
州
府
轄

。
南
寧
府
轄

。
太
平
府
轄

0

布
政
司
直
隷

。

1
i

ヮ“
q
ο
A斗品
目
りに
U

)

，

ハ

U
1
ワ臼

q
d
4よ
り

Q
U
7
Q
U
Q
d
品
川
ス
リ

2
9
d
ハ
勾
戸
り
白
U月
i
Q
U
Q
d

什
い

8

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0

向
い

2

2
向
い

2

2

2

2

2

n
u
-
-
つ
臼
品
訓
可

q
o

円。円。
hHV

34 片
山

Z
h
U

円iA生

h
M
V
q
t
u
n
d
p
o
 

品
切
れ
u
n
u
-
-
ワ臼

q
G
A斗
よ
り
に
U
ウ

i
o
o
n
u
A
U
-
-
q
L
n
d
Aよ
句
A
W品
切

n
u

h
M
v
q
U
Aせ
A
t
A
4
4ム
A
4
A
4
4
A
A生
4
4
4
A
F
h
U
F
O
R
U
F
D
F
h
u
向
V向
刊
以
v
n
b

右
の
状
況
は
、
あ
く
ま
で
も
万
暦
年
間
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
改
廃

つ
d
Q
d
1ょ
っ
“
つ
d
F
h
u
n
b円
i
o
o

nhUFhuponhunhuponhuponhu 

さ
れ
た
も
の
な
ど
は
、
け
を
付
し
て
区
別
し
た
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
右
江
土
官
に
配
さ
れ
た
諸
土
司
は
、
今
日
の
右
江
と
紅

る
こ
と
が
判
明
す
る
。

水
河
(
明
代
の
都
泥
江
)
お
よ
び
そ
の
支
流
の
諸
河
川
流
域
に
設
置
さ
れ
た
土
司
で
あ

一
方
、
左
江
土
官
に
列
挙
さ
れ
た
諸
士
可
は
、
今
日
の
左
江
と
そ
の
支
流
の
諸
河
川

の
流
域
に
設
け
ら
れ
た
土
司
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
如
く
、
広
西
に
お
け
る
土
司
の
設
置
さ
れ
た
地
域
は
、
広
西
西
部
(
桂
西
)

と
中
央
北
部
、
す
な
わ
ち
、
広
西
西
部
の
左
江
と
右
江
お
よ
び
中
央
北
部
の
紅
水
河
流

域
に
限
ら
れ
て
お
り
、
広
西
東
部
(
桂
東
)
に
殆
ど
土
司
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ

の
こ
と
は
、
広
西
に
お
け
る
漢
民
族
と
非
漢
民
族
と
の
居
住
・
分
布
と
密
接
に
か
か
わ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
広
西
西
部
(
桂
西
)
と
中
央
北
部
に
は
、
今
日
で
こ

そ
漢
民
族
も
多
く
分
布
し
て
い
る
が
、
明
清
時
代
ま
で
は
極
め
て
僅
少
で
あ
っ
た
と
思



わ
れ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
広
西
東
部
(
桂
東
)
に
は
、
早
く
か
ら
漢
民
族
が
居
住
し
、

時
代
が
降
る
に
従
っ
て
平
野
部
、
と
り
わ
け
都
市
が
漢
民
族
の
集
中
居
住
地
域
と
な

り
、
非
漢
民
族
の
多
く
が
山
岳
地
域
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

、
折
城
県
土
司
街
門

(イ)

析
城
土
司
の
設
置
・
改
流

折
城
県
が
い
つ
か
ら
土
官
知
県
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
土
知
県
と
な
っ

た
か
。
す
な
わ
ち
、
肝
城
土
司
が
い
つ
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
か
、
史
料
に
よ
っ
て
そ
の

時
期
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
「
明
史
』
巻
コ
二
七
・
広
西
土
司
伝
・
慶
遠
府
の
条
に
、

折
城
、
宋
慶
暦
間
置
県
、
隷
宜
州
、
元
以
土
官
莫
保
為
八
仙
屯
千
戸
、
洪
武
初
、

設
流
官
知
県
、
罷
管
兵
官
、
籍
其
屯
兵
為
民
、
莫
氏
遂
徒
居
折
城
界
、
宣
・
正
後
、

璃
・
億
狂
倖
、
知
県
蘇
寛
不
任
職
、
培
老
章
公
泰
等
、
挙
莫
保
之
孫
誠
敬
為
土
官
、

寛
為
請
於
土
官
、
具
奏
、
得
世
襲
知
県
、
由
是
邑
有
二
令
、
権
不
相
統
、
流
官
握

空
印
、
倣
居
府
城
而
己
、
弘
治
問
、
総
督
郵
廷
理
奏
革
流
官
、
土
人
毒
保
為
内
宮
、

陰
主
之
、
始
独
土
官
、

と
あ
り
、
嘉
靖
一

O
年
序
、
林
富
修
・
黄
佐
纂
『
広
西
通
志
』
(
以
下
で
は
嘉
靖
版
「
広

西
通
志
』
と
略
す
)
巻
五
一
・
外
志
・
土
官
属
流
沿
革
・
慶
遠
府
の
条
に
、

肝
城
県
、
建
置
沿
革
、
県
治
在
府
城
南
二
百
一
十
里
、
古
百
耐
四
奇
襲
摩
地
、
唐
置
芝

州
、
治
之
、
天
宝
初
、
併
綜
・
帰
・
思
・
肝
・
芝
五
州
、
改
肝
城
郡
、
属
嶺
南
道
、

後
復
為
芝
州
、
宋
慶
暦
問
、
廃
芝
州
、
置
折
城
県
、
改
隷
宜
州
、
元
何
旧
、
明
興

因
之
、
治
以
流
官
、
轄
三
郷
十
有
六
里
、
永
楽
後
、
務
・
撞
屡
叛
、
官
一
徳
三
年
、

討
平
之
、
尋
周
知
県
蘇
寛
井
撞
老
章
公
泰
等
議
、
乃
以
土
官
兼
治
、
俗
猶
梗
化
如

広
西
に
お
け
る
土
司
制
度
の
一
蹴

故
、
弘
治
十
年
、
始
独
治
以
土
官
、
今
戸
僅
一
里
、

と
あ
り
、
さ
ら
に
同
条
に
、

土
官
知
県
莫
姓
、
其
先
居
宜
山
端
簡
里
、
元
至
一
五
問
、
有
莫
保
者
、
以
撞
民
授
八

仙
屯
土
宮
壬
戸
、
這
国
朝
洪
武
初
、
罷
各
屯
管
兵
官
、
籍
其
屯
兵
為
民
、
莫
氏
遂

徒
居
析
城
界
土
、
永
楽
問
、
肝
城
謡
・
撞
作
乱
、
宣
徳
三
年
、
詔
討
平
之
、
撞
老

章
公
泰
等
、
挙
莫
保
之
玄
孫
敬
誠
為
士
宮
、
時
流
官
知
県
世
襲
蘇
寛
、
為
申
監
司
、

薮
実
具
奏
、
詔
授
敬
誠
析
城
士
官
知
県
世
襲
、
正
統
十
年
任
、
成
化
一
五
年
、
随
征

断
藤
峡
、
二
年
、
子
魯
襲
、
弘
治
十
年
、
奏
革
流
官
知
県
、
以
印
付
魯
掌
之
、
魯

死
、
子
継
清
保
襲
、
末
授
官
死
、
正
徳
三
年
、
子
廷
臣
保
襲
、

と
あ
り
、
万
暦
版
『
広
西
通
志
』
巻
三
一
・
外
夷
志
・
士
官
・
右
江
土
宮
・
慶
遠
府
の

条
に
、
析
城
県
、
在
府
南
一
百
四
十
盟
、
(
略
)
古
百
奥
地
、
唐
置
芝
州
、
天
宝
初
、
併
綜
・

帰
・
思
・
析
・
芝
五
州
、
改
為
析
城
郡
、
属
嶺
南
道
、
後
復
為
芝
州
、
宋
慶
暦
問
、

廃
州
置
析
城
県
、
改
隷
宜
州
、
元
町
旧
、
以
士
宮
莫
保
、
為
八
仙
屯
千
戸
、
洪
武

初
、
設
流
官
知
県
、
罷
管
兵
官
、
籍
其
屯
兵
為
民
、
莫
氏
遂
徒
居
析
城
界
、
宣
-

正
以
後
、
強
・
撞
屡
乱
、
知
県
蘇
寛
不
事
事
、
而
撞
老
章
公
泰
等
、
挙
莫
保
之
玄

孫
敬
誠
為
士
官
、
蘇
寛
為
申
監
司
、
呈
(
奏
、
授
敬
誠
世
襲
知
懸
、
時
一
邑
二
令
、

権
不
相
統
、
流
官
徒
擁
虚
名
耳
、
継
寛
者
益
不
能
振
、
猿
夷
為
梗
、
諸
銭
穀
甲
兵

尽
入
土
官
、
掌
握
流
官
知
県
、
恒
嗣
印
、
倣
居
府
城
、
而
土
官
長
子
孫
世
有
其
地
、

敬
誠
死
、
孫
魯
襲
、
弘
治
問
、
総
督
郵
廷
噴
与
士
宮
為
市
、
奏
革
流
宮
知
県
、
市

土
人
章
、
滑
為
内
監
官
、
用
事
陰
主
之
、
始
独
任
土
官
、
以
印
授
之
、
魯
死
、
子
継

清
末
授
官
死
、
子
廷
臣
襲
、
廷
臣
死
、
子
応
朝
襲
、
応
朝
死
、
子
鎮
威
襲
、
鎮
威

告
老
、
子
志
明
襲
、



広
西
に
お
け
る
土
可
制
度
の
一
蹴

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
は
若
干
の
相
異
が
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
析
城
土
司
の

成
立
の
経
緯
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

析
城
県
は
、
明
の
洪
武
初
め
、
流
官
知
県
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
て
い
た
が
、
宣
徳
三

(
印
)

三
四
二
八
)
年
に
肝
城
の
曙
・
憧
の
反
乱
を
平
定
し
た
折
、
偉
(
壮
、
チ
ュ
ア
ン
)
族

の
章
公
泰
ら
の
推
挙
に
よ
っ
て
、
莫
保
の
玄
孫
に
当
る
莫
敬
誠
が
土
官
知
県
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
肝
城
県
に
は
、
流
官
の
知
県
蘇
寛
と
士
宮
の
知
県
莫
敬
誠
と
が
並

存
す
る
こ
と
と
な
り
、
し
ば
ら
く
二
人
の
知
県
が
存
在
し
た
も
の
の
、
そ
の
実
権
は
土

官
が
掌
握
し
て
い
た
。
や
が
て
弘
治
九
(
一
四
九
六
)
年
に
、
総
督
都
御
史
郵
廷
墳
の

上
奏
に
よ
り
、
そ
の
年
一

O
月
に
析
城
県
の
流
官
知
県
が
廃
さ
れ
、
土
官
知
県
莫
魯
の

み
が
析
城
県
を
統
治
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
名
実
と
も
に
折
城
土
司
が
成
立
し
た

の
で
あ
る
。

肝
城
県
が
流
官
支
配
か
ら
土
官
支
配
へ
と
移
り
変
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
改
流
易
士
L

に
つ
い
て
、
当
時
の
識
者
の
注
目
す
べ
き
意
見
が
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、
『
殿
卑
要
纂
」

巻
一
一
・
慶
遠
府
の
条
に
、

折
城
県
図
説
、
肝
城
、
故
流
県
、
後
改
為
士
、
以
百
年
冠
裳
之
地
、
論
青
於
夷
、

識
者
有
遺
憾
罵
、

と
あ
り
、
ま
た
『
明
史
』
巻
一
一
二
七
・
広
西
土
司
伝
・
慶
遠
府
の
条
に
、

議
者
以
肝
城
自
唐
・
宋
内
属
己
二
百
余
年
、

一
日
一
挙
市
棄
之
於
蛮
、
為
失
策
一
五
、

と
あ
る
。
肝
城
県
は
唐
・
宋
以
来
、
王
朝
支
配
体
制
(
流
官
統
治
)
の
枠
内
に
あ
り
、

漢
人
支
配
が
進
ん
で
い
た
が
、
土
官
支
配
す
な
わ
ち
士
司
体
制
に
陥
っ
た
こ
と
は
、
誠

に
残
念
で
あ
り
失
策
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
当
時
の
漢
人
官
僚
の
見
解

が
表
明
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
漢
人
識
者
が
土
司
支
配
に
対
し
て
も
っ
て
い
た
考
え
方

の
一
端
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
後
、
莫
氏
一
族
が
肝
城
県
の
土
官
知
県
を
世
襲
し
て
清
末
に
至
り
、
光
緒
三
二

(
一
八
九
七
)
年
一

O
月
に
莫
縄
武
が
士
官
知
県
の
職
を
失
っ
た
が
、
莫
氏
に
よ
る
土
官

支
配
は
莫
増
瑞
が
代
理
土
官
と
な
っ
て
継
続
し
た
。
や
が
て
民
国
に
入
っ
て
、
そ
の
一

七
(
一
九
二
八
)
年
に
改
土
帰
流
が
行
わ
れ
、

つ
い
に
析
城
県
の
五

O
O年
の
長
期
に

わ
た
る
士
官
支
配
は
完
全
に
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。

(ロ)

土
司
衛
門
の
創
建

宣
徳
年
間
に
壮
族
の
章
公
泰
ら
の
推
挙
に
よ
っ
て
士
宮
知
県
と
な
っ
た
莫
敬
誠
は
、

流
官
知
県
の
蘇
寛
と
と
も
に
析
城
県
の
統
治
を
行
っ
た
が
、
実
質
的
に
は
莫
敬
誠
が
権

力
を
握
っ
て
、
蘇
寛
は
た
だ
府
城
に
倣
一
居
す
る
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
期
の

肝
城
県
の
衛
門
に
つ
い
て
は
、
嘉
靖
版
「
広
西
通
士
山
」
巻
五
一
・
外
夷
志
・
士
宮
属
流

沿
革
・
慶
遠
府
肝
城
県
の
条
に
、

公
署
、
肝
城
県
、
洪
武
三
年
、
知
県
危
安
創
建
、
正
統
問
、
楊
敬
重
修
、
今
独
以

士
官
莫
魯
子
孫
治
之
、
僅
建
正
庁
・
門
楼
、
以
草
苫
覆
之
、

と
あ
り
、
洪
武
三
年
に
創
建
さ
れ
た
肝
城
県
流
官
街
門
は
、
嘉
靖
年
間
に
は
士
官
莫
氏

が
引
続
き
使
用
し
て
い
た
。
そ
の
街
門
の
規
模
は
、
僅
か
に
正
庁
と
門
楼
の
み
で
あ
り
、

草
ぶ
き
の
き
わ
め
て
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
そ
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か

に
し
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
街
円
が
い
つ
ま
で
使
用
さ
れ
た
か
定
か
で
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
万
暦
一

O
(
一
五
八
二
)
年
に
士
宮
知
県
の
莫
鎮
威
は
、
土
司
街
門
を

修
文
里
に
新
た
に
造
営
し
た
。
こ
こ
が
今
日
の
土
司
街
門
の
位
置
で
あ
り
、
翠
騨
山
の

北
麓
に
、
こ
の
山
を
背
に
し
て
建
て
ら
れ
、
当
時
の
建
物
の
一
部
が
今
日
ま
で
伝
わ
っ

て
い
る
と
い
う
。
莫
鎮
威
が
造
営
し
た
街
門
は
、
や
が
て
清
代
に
入
り
、
乾
隆
一
一
一
(
一

六
八
二
)
年
と
道
光
一

O
(
一
八
三

O
)
年
に
増
改
築
が
重
ね
ら
れ
た
。

一
方
、
同
じ
敷
地
内
に
は
、
乾
隆
九
(
一
七
四
四
)
年
に
土
司
嗣
堂
が
建
立
さ
れ
、





広
西
に
お
け
る
土
司
制
度
の
一
腕

(
日
)

道
光
二
七
(
一
八
四
七
)
年
に
重
修
さ
れ
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

(ハ)

土
司
衛
門
の
現
状

析
城
県
土
司
街
門
と
嗣
堂
の
現
在
の
敷
地
は
、
そ
の
広
さ
が
九
、
四
九
八
平
方
メ
l

ト
ル
で
あ
り
、
建
物
の
総
面
積
が
四
、

O
二
八
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
現
在
の
敷
地

の
広
さ
は
、
藍
承
思
館
長
に
よ
れ
ば
、
往
時
の
お
よ
そ
三
分
の
一
ほ
ど
で
あ
り
、
か
っ

て
の
衛
門
の
敷
地
の
一
部
が
、
析
城
県
の
人
民
法
院
(
写
真
7
)
な
ど
に
利
用
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。

現
在
の
土
司
街
門
と
土
司
嗣
堂
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
立
体
図
と
簡
介
(
後
掲
の
参

考
資
料
一
)
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

衛
門
の
正
面
の
大
き
な
門
(
②
、
写
真
2
)
を
く
ぐ
っ
て
中
に
入
る
と
、
ま
ず
左
右

に
装
を
新
に
し
た
兵
房
(
④
、
写
真
5
)
と
牢
房
(
⑤
、
写
真
4
)
が
配
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
正
面
の
大
門
・
ぃ
一
居
・
兵
一
居
・
牢
房
は
今
回
修
復
工
事
が
終
り
、
か
つ
て
の
建

物
と
ほ
ぼ
同
様
に
復
元
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
兵
房
は
士
司
を
警
護
す
る
た
め
に
土
兵
を

常
駐
さ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
卒
房
は
二
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
お
り
、

ま
ず
軽
い
罪
の
者
を
収
容
す
る
部
屋
が
あ
り
、
続
い
て
そ
の
奥
に
重
罪
人
を
囚
め
る
部

屋
が
あ
る
。
そ
の
中
は
丸
太
木
(
写
真
3
)
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
兵
房
と
牢
房
は
、

と
く
に
土
民
た
ち
に
土
司
の
権
威
を
誇
示
す
る
た
め
の
建
物
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
兵
房
と
牢
一
聞
を
過
ぎ
て
中
へ
進
ん
で
い
く
と
一
堂
(
⑥
、
写
真
6
)
お

よ
び
そ
の
左
右
に
東
西
花
庁
(
⑦
⑨
)
が
並
び
、
土
官
が
日
常
の
業
務
を
執
務
す
る
と

」
ろ
で
あ
る
。
次
い
で
二
堂
(
⑩
)

-
三
堂
(
⑪
)
と
い
っ
た
、
士
宮
の
寝
所
や
家
族

の
居
所
な
ど
の
建
物
が
続
く
。

衛
門
の
左
側
に
士
司
嗣
堂
(
⑬
⑭
⑮
⑮
)
が
配
さ
れ
、
正
殿
(
⑮
)
に
は
、
折
城
県

土
官
莫
氏
の
累
世
の
神
位
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

四

現
在
の
土
司
街
門
と
土
司
嗣
堂
は
、
開
放
後
の
一
九
六
三
一
年
に
広
西
壮
族
自
治
区
の

重
点
文
物
保
護
単
位
(
重
要
文
化
財
の
意
)
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
折
に
自
治
区
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
修
復
を
ほ
ど
こ
し
た
。
し
か
し
、

一
九
六

0
年
代
半
ば
か
ら
約
一

O
年

間
続
い
た
文
化
大
革
命
の
と
き
、
建
物
は
破
壊
さ
れ
た
が
、

一
九
八

0
年
代
後
半
に
自

治
区
の
援
助
に
よ
っ
て
修
復
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
竣
工
を
祝
っ
て
一
九
九
一
年

三
月
に
は
肝
城
県
土
司
街
門
開
館
記
念
祝
賀
会
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
析
城
県
土
司
街
門
の
建
物
は
、

一
九
六
三
年
に
析
城
県
文
物
管
理
所
と
な

り

そ
の
後
、

一
九
八
七
年
に
は
肝
城
県
土
司
博
物
館
と
し
て
利
用
さ
れ
、

今
日
に

至
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
肝
城
県
土
司
街
門
の
敷
地
と
建
物
の
規
模
の
壮
大
さ
は
、
山
聞
の
一
小

県
と
し
て
の
肝
城
に
君
臨
し
た
士
官
の
権
威
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま

さ
に
こ
の
よ
う
な
士
宮
が
「
土
皇
帝
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
今
日
な
お
こ
の
よ

う
な
史
蹟
が
広
西
の
一
隅
に
残
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に
感
慨
深
い
こ
と
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

四
、
析
城
土
官
莫
氏

(イ)

莫
氏
の
始
選
祖

肝
城
県
土
官
莫
氏
に
関
す
る
族
譜
と
し
て
は
、
乾
隆
九
年
編
纂
の
石
印
本
『
肝
城
莫

族
総
譜
』
と
、
民
国
二
三
年
に
莫
宣
巌
編
『
重
新
続
修
莫
氏
族
譜
」
の
二
種
が
伝
わ
っ

て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
族
譜
は
、
い
ず
れ
も
析
城
県
土
司
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
誠
に
残
念
な
が
ら
今
回
こ
の
二
種
の
族
譜
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
藍
承
恩
氏
お
よ
び
車
桂
清
氏
の
著
作
を
参
考
と
し
て
、
莫
氏
の
祖
に
つ
い



て
言
及
し
て
み
た
い
。

族
譜
に
よ
れ
ば
、
莫
氏
の
始
遷
祖
は
、
江
蘇
省
太
倉
州
出
身
の
漢
族
で
あ
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
藍
承
思
氏
は
、
川
唐
代
の
広
西
に
お
い
て
す
で
に
莫
氏
が
大
き
な
勢
力
を

有
し
て
い
た
こ
と
が
文
献
に
み
え
る
こ
と
、
川
宋
代
の
析
城
周
辺
に
お
い
て
も
莫
氏
が

多
く
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
一
不
す
摩
崖
碑
(
後
掲
の
参
考
資
料
二

a)
が
近
く
で
発
見

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
析
城
士
官
莫
氏
が
徒
選
の
漢
人
で
は
く
、
広
西
土
着
の

壮
族
で
あ
り
、
肝
城
土
官
莫
氏
と
南
丹
土
官
莫
氏
と
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
な
ど

(凶〕

を
指
摘
し
て
い
る
。

我
が
国
に
お
い
て
も
戦
前
に
河
原
正
博
氏
は
、
広
西
蛮
酋
の
始
遷
祖
を
と
り
あ
げ
て

検
討
し
、
左
江
・
右
江
流
域
に
お
け
る
蛮
酋
の
始
遷
祖
の
多
く
が
、
宋
代
の
仁
宗
皇
祐

年
聞
に
発
生
し
た
健
智
高
の
反
乱
を
平
定
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
将
軍
扶
青
の
部
下

と
し
て
活
躍
し
た
漢
人
で
あ
り
、

そ
の
討
伐
の
功
に
よ
っ
て
当
地
の
知
州
・
知
県
と

な
っ
た
人
々
で
あ
る
と
彼
ら
の
族
譜
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
多
く
が
明
初

に
実
在
し
た
人
々
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
う
し
た
始
遷
祖
の
伝
聞
が
作
為
で
信
恵

(
凶
)

性
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。

(
幻
)

一
万
、
中
国
に
お
い
て
も
粟
冠
昌
氏
ら
に
よ
っ
て
、
こ
の
間
題
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

肝
城
県
土
官
莫
氏
の
始
遷
祖
に
関
す
る
族
譜
の
記
述
は
、
藍
承
恩
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

に
誤
り
と
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

次
に
肝
城
県
士
官
莫
氏
の
祖
に
つ
い
て
み
る
と
、
『
明
史
』
巻
二
二
七
・
広
西
土
司
伝

な
ど
に
は
、
莫
保
か
ら
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
莫
保
は
元
の
至
一
克
年
間
(
一

三
三
五

1
一
三
四

O
年
)
に
、
宜
山
八
千
屯
千
戸
所
の
土
官
壬
戸
で
あ
っ
た
が
、
明
の

洪
武
初
め
、
八
千
屯
千
戸
所
が
廃
さ
れ
て
彼
の
率
い
る
屯
兵
も
民
と
な
り
、
初
め
て
析

城
県
に
徒
り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

広
西
に
お
け
る
土
司
制
度
の
一
樹

や
が
て
宣
徳
年
間
に
莫
保
の
玄
孫
莫
敬
誠
が
士
官
知
県
と
な
り
、
以
後
莫
氏
が
土
官

を
世
襲
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
莫
氏
の
世
系
に
つ
い
て
、

版
・
万
暦
版
・
嘉
慶
版
「
広
西
通
志
』
の
析
城
土
司
の
条
に
よ
っ
て
整
理
し
、

思
・
桂
清
氏
の
論
著
に
よ
り
、
こ
れ
を
補
っ
て
み
よ
う
。

『
土
官
底
簿
』

お
よ
び
嘉
靖

藍
承

莫
氏
世
系

川

①

②

川

③

川

④

川

⑤

例

⑥

同

⑦

仰

⑧

川

⑨

莫
保

l
ロ
ー
ロ
ー
圃
i
敬
誠
|
圏
|
魯
i
継
清
|
廷
臣
|
応
朝
i
鎮
威

山忠
男

「一「→
恩⑬恩⑫思間
違輝光世

I I 
猛出昂

ぶ~ì :r; 1 ~ 
;;r:五五刀ミ 刀可

高EM昌啓

元盟
相リ

振思
甲山
景県
隆明

ト「
若県若
恭リ倹

占|一世間
卓種明

川

刊

⑫

川

問

⑫

川

間

⑫

側

⑫

昌
栄
↓
乗
経
縄
武
増
瑞

「
伝
経

¥
人
名
の
ゴ
チ
ッ
ク
文
字
は
『
広
西
通
志
』
に
よ
り
、
並
/

一
文
字
は
藍
・
車
両
氏
に
よ
っ
て
補
う
。
数
字
の
け
は
藍
一

/
承
恩
氏
、

O
は
軍
桂
清
氏
に
よ
る
世
代
数
を
示
す
。
¥

五



広
西
に
お
け
る
土
司
制
度
の
一
蹴

(ハ)

莫
氏
の
直
系

析
城
土
県
は
、
光
緒
三
二
年
に
莫
縄
武
が
革
裁
の
後
、
莫
増
瑞
が
代
理
土
官
を
務
め

た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
肝
城
土
県
は
民
国
一
七
(
一
九
二
八
)
年
に
改
土
帰
流
と

な
り
、
そ
の
時
点
で
の
代
理
士
官
を
誰
が
掌
っ
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
。
恐
ら
く
莫
増

瑞
氏
の
子
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
今
日
肝
城
莫
氏
の
直
系
が
、

土
司
衛
門
か
ら
徒
歩
五
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
在
住
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
人
が
第
二
三
代

目
と
の
こ
と
で
あ
る
。

記
川
城
莫
氏
第
二
三
代
目
の
莫
祖
庚
氏
(
写
真
⑧
)
は
、

い
ま
五

O
歳
で
あ
り
、
夫
人

と
子
供
三
人
の
五
人
家
族
で
、

建
築
業
に
従
事
し
て
生
計
を
営
ん
で
お
ら
れ
る
。

住

所
・
肝
城
県
芝
州
一
路

O
六
五
号
)

お

わ

り

に

広
西
壮
族
自
治
区
の
中
央
部
に
位
置
す
る
折
城
県
は
、
山
間
の
一
小
県
で
あ
る
。
こ

の
僻
遠
の
地
を
士
官
莫
氏
が
、
五

0
0年
間
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
統
治
し
て
き
た
の

で
あ
り
、
そ
の
象
徴
と
し
て
の
析
城
県
土
司
街
門
が
、
区
の
重
要
文
化
財
の
一
つ
と
し

て
、
今
日
な
お
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
壮
大
な
規
模
を
も
っ
析
城
県
士

司
衛
門
は
、
往
時
の
強
大
な
土
司
権
力
を
訪
梯
さ
せ
る
。
と
こ
ろ
で
、
折
城
莫
氏
は
、

い
か
な
る
背
景
の
も
と
に
強
大
な
権
力
を
も
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け

山
聞
の
チ
ュ
ア
ン
族
の
農
村
地
域
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
経
済
的
基
盤
の
も
と
に
強

大
な
土
司
権
力
を
形
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
今
後
に
残
さ
れ
た

検
討
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

ム

ノ¥

注

(
1
)

広
西
通
志
館
編
「
広
西
手
冊
』
(
広
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
一
月
)
、
広
西
壮
族
自

治
区
地
名
委
員
会
・
広
西
壮
族
自
治
区
民
政
庁
編
『
広
西
壮
族
自
治
区
城
鎮
郷
村
名
手

冊
』
(
広
商
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
九

O
年
一
月
)
。

(
2
)

前
掲
『
広
西
手
冊
』
一
五
六
頁
。

(
3
)

黄
賢
林
・
莫
大
同
主
編
『
中
国
人
口
・
広
西
分
冊
』
(
中
国
財
政
経
済
出
版
社
、
一
九
八

八
年
九
月
)
一
二

O
八
頁
の
表
ロ

l
「
広
西
三
次
人
口
普
査
各
民
族
的
数
量
及
比
重
変
化
」

に
よ
る
。

(
4
)

前
掲
『
中
国
人
口
・
広
西
分
冊
』
二
二
四
頁
の
表
ロ
2
「
一
九
八
二
年
広
西
各
民
族

人
口
的
地
区
分
布
」
に
よ
る
。

(
5
)

前
掲
『
中
国
人
口
・
広
西
分
冊
』
三
一
一

1
一一頁。

(
6
)

俄
人
に
つ
い
て
は
、
羅
香
林
氏
「
狼
兵
狼
田
考
」
(
『
広
州
学
報
』
第
一
巻
第
二
期
、
一
九

三
七
年
四
月
、
同
著
『
百
越
源
流
与
文
化
』
所
収
、
国
立
編
訳
館
中
華
叢
書
一
編
審
委
員
会
、

一
九
七
八
年
二
月
)
、
白
耀
天
氏
つ
狼
μ

考
」
(
『
広
西
民
族
研
究
』
一
九
八
八
年
第
四
期
)

参
照
。

(
7
)

岡
野
昌
子
氏
「
明
代
土
司
制
度
考
」
(
『
待
兼
山
論
叢
』
創
刊
号
、
一
九
六
七
年
一
二
月
)
。

(
8
)

表
中
の
省
廃
・
改
流
年
は
、
明
清
時
代
の
も
の
に
限
定
し
た
。
広
西
土
司
の
多
く
は
、

民
国
に
入
っ
て
改
土
帰
流
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
肝
城
県
土
司
も
後
述
す
る

如
く
、
民
国
一
七
(
一
九
二
八
)
年
に
改
士
帰
流
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
9
)

表
E
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
が
、
慶
遠
南
丹
安
撫
司
は
、
洪
武
二
年
に
設
置
し
翌
年
に

廃
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
広
西
に
武
職
系
の
安
撫
司
が
設
置
さ
れ
た
唯
一
の
事
例
で
あ

り
、
明
初
の
混
乱
期
に
お
け
る
き
わ
め
て
特
殊
な
事
例
と
い
え
よ
う
。
ま
た
こ
の
表
の
中

に
は
、
土
巡
検
司
と
し
て
思
恩
府
の
九
土
巡
検
司
(
尚

9
l口
)
と
上
映
嗣
・
湖
潤
案
・

遷
際
洞
の
三
士
巡
検
司
(
恥
幻

l
お
)
お
よ
び
清
代
の
上
龍
土
巡
検
司
(
恥
臼
)
が
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
『
明
史
』
・
『
清
史
稿
』
の
広
西
土
司
伝
に
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
明
清
時
代
の
広
西
に
は
、
多
く
の
土
巡
検
司
(
正
士
巡
検
あ
る
い
は
副
土
巡
検

が
任
命
さ
れ
た
巡
検
司
の
こ
と
)
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
明
代
の
み
を
と
り
あ
げ
て
み
て

も
そ
の
数
は
超
大
で
あ
り
、
な
に
故
に
こ
の
一
一
二
の
士
巡
検
司
の
み
が
列
挙
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
た
だ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
一

三
の
土
巡
検
司
が
い
ず
れ
も
広
西
西
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
広
西
東
部
に
設
置
さ
れ
た
多
く
の
土
巡
検
司
は
、
土
司
伝
に
全

く
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
明
代
広
西
に
お
け
る
土
巡
検
司
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
明
代
広
西
の
土
巡
検
司
に
つ
い
て
」
(
『
中
国
大
陸
古
文
化
研
究
』
第
九
・
一

O
合



併
号
、
一
九
八
O
年
一
二
月
)
参
照
。

(
印
)
「
明
実
録
』
宣
宗
宣
徳
三
年
間
四
月
平
卯
の
条
に
、

広
西
総
兵
官
都
督
余
事
山
雲
奏
、
折
城
県
蛮
窓
護
団
等
一
千
余
人
出
鋭
、
臣
親
督
軍
追

至
横
州
永
淳
県
、
斬
賊
首
二
百
九
十
余
級
、
収
回
被
掠
人
口
、

と
あ
り
、
ま
た
同
室
田
宣
徳
三
年
一
二
月
庚
子
の
条
に
、

広
西
総
兵
官
都
督
余
事
山
雲
奏
、
率
兵
於
慶
遠
府
析
城
等
県
山
桐
檎
獲
賊
首
語
団
等
斬

首
一
千
五
百
余
級
、
帰
所
掠
軍
民
男
婦
三
一
百
八
十
五
人
、
馬
一
十
七
匹
、

と
あ
る
。
な
お
『
明
史
』
巻
九
・
宣
宗
紀
・
官
一
徳
三
年
一
二
月
庚
子
の
条
、
同
書
巻
一
六

六
・
山
雲
伝
参
照
。

(
日
)
『
明
実
録
』
孝
宗
弘
治
九
年
八
月
壬
寅
の
条
に
郵
廷
驚
の
上
奏
が
み
え
る
。

(
ロ
〉
「
明
実
録
』
孝
宗
弘
治
九
年
一

O
月
丁
亥
の
条
に
、

裁
革
広
西
慶
遠
府
折
城
県
流
官
知
県
一
員
、
止
留
士
官
知
県
、
掌
印
管
事
、
従
総
督
都

御
史
等
官
奏
也
、

ム」
φ

のヲ
hv

。

(
日
)
『
清
実
録
』
徳
宗
光
緒
三
二
年
夏
四
月
丙
寅
の
条
に
、

以
縦
匪
残
民
、
世
済
其
悪
、
革
広
西
析
城
県
士
知
県
莫
縄
武
職
、
追
取
原
領
紙
号
徽
鎖
、

と
あ
る
。
な
お
藍
承
恩
氏
叫
「
情
城
莫
氏
土
司
五
百
年
L

(

『
中
央
民
族
学
院
学
報
』
一
九
九

O
年
第
五
期
)
参
照
。

(
は
)
黄
開
華
氏
「
明
代
土
苛
制
度
設
施
与
西
南
開
発
」
(
『
新
亜
学
報
』
第
六
巻
第
一
・
一
一
期
、

『
明
代
土
可
制
度
』
所
収
、
学
生
書
局
、
一
九
六
八
年
二
月
)
、
軍
桂
清
氏
『
広
西
肝
城
土
司

史
話
』
(
広
西
民
族
出
版
社
、
一
九
九
O
年
五
月
)

0

(
日
)
叢
承
恩
氏
同
「
析
城
土
司
祭
紀
考
略
」
(
『
広
西
民
族
研
究
』
一
九
九
O
年
第
一
期
)

0

(
日
)
前
掲
藍
承
恩
氏
凶
論
文
・
軍
桂
清
氏
の
著
書
。

(
げ
)
注
(
日
)
。

(
問
)
前
掲
藍
承
恩
氏
叫
論
文
。

(
凶
)
河
原
正
博
氏
「
広
西
蛮
酋
の
始
遷
祖
に
就
い
て
i
|
左
・
右
江
流
域
を
中
心
と
し
て

|
|
」
(
『
南
亜
細
亜
学
報
』
第
二
号
、
一
九
四
三
年
一
二
月
、
同
著
『
漢
民
族
華
南
発
展
史

研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
七
月
)

0

(
初
)
粟
冠
昌
氏
「
広
西
土
官
民
族
成
分
初
探
」
(
『
民
族
団
結
』
一
九
六
三
年
第
二
・
三
期
)
、

同
氏
「
広
西
士
官
民
族
成
分
再
探
」
(
『
学
術
論
壇
』
一
九
八
一
年
第
二
期
)
。

(
幻
)
謝
啓
昆
修
、
胡
度
纂
、
嘉
慶
五
年
刊
本
『
広
西
通
士
山
』
巻
五
九
・
職
官
表
、
土
司
・
肝
城

県
莫
氏
の
条
。

(
幻
)
注
(
凶
)
。

広
西
に
お
け
る
土
司
制
度
の
一
蹴

(
お
)

前
掲
草
桂
清
氏
著
書
。

〈
参
考
資
料
〉

一
、
析
城
県
土
司
街
門
・
澗
堂
古
蹟
簡
介

こ
の
古
蹟
案
内
の
プ
レ
ー
ト
は
、
析
城
県
土
司
街
門
の
正
門
を
入
っ
て
、
街
門
大
門

の
壁
に
墳
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

析
城
県
土
司
衛
門
・
嗣
堂
古
蹟
簡
介

「
肝
城
県
土
司
街
門
・
土
司
嗣
堂
、
位
於
県
城
「
翠
開
山
」
北
麓
。
現
有
面
積
九
四

九
八
平
方
米
、
拠
慶
遠
府
誌
記
載
、
街
署
旧
在
柱
県
、
明
万
暦
十
年
(
一
五
八
三
年
)

始
選
現
祉
拓
建
。

街
門
原
建
築
規
模
宏
大
、
布
局
厳
整
、
其
主
体
建
築
由
大
門
・
頭
堂
(
又
名
暖
閤
)
・

長
廊
・
二
堂
・
三
堂
等
部
分
組
成
。
此
外
尚
有
東
西
花
庁
・
兵
舎
・
監
獄
・
周
一
局
分
布

左
右
、
大
門
正
面
為
照
壁
、
両
側
轟
立
八
字
跨
街
牌
坊
、
日
「
東
西
輯
門
」
。
三
堂
後
面

為
後
苑
、
周
囲
遍
栽
花
木
、
花
木
叢
中
立
一

「
伴
雲
亭
」
、
亭
後
壁
下
有
洞
若
室
、
日

「
隠
仙
巌
」
亦
称
「
竜
隠
別
壁
」
、
為
歴
代
致
仕
士
司
隠
居
養
性
之
処
。

除
兵
舎
・
監
獄
外
、
主
建
築
全
部
碍
木
結
構
、
硬
山
題
背
、
穿
斗
式
構
架
、
構
件
均

系
珍
材
製
作
、
鐘
空
花
窓
、
工
芸
精
巧
、
頗
具
壮
家
風
格
、
屋
背
両
側
浮
離
象
徴
福
・

禄
・
寿
図
案
、
古
色
古
香
、
気
勢
軒
昂
豪
華
。

大
門
・
頭
堂
・
長
廊
均
設
朱
漆
活
動
扉
風
。
平
時
由
左
右
便
門
出
入
、
第
一
道
目
、

「
儀
門
L

、
其
他
日
「
便
門
」
、
如
逢
喜
慶
節
目
、
或
迎
接
達
官
顕
貴
、
則
大
間
中
門
(
昇

風
)
、
直
通
二
堂
、
神
秘
幽
深
、
気
勢
十
分
森
厳
粛
穆
。

七



広
西
に
お
け
る
土
司
制
度
の
一
腕

大
門
臨
街
、
両
側
懸
控
陰
刻
師
団
朕
一
副
日
、
「
守
斯
士
、
斑
斯
民
、
十
六
量
群
翠
誰
非

赤
子
。
闘
其
彊
、
利
其
賦
、
三
百
里
区
域
尽
隷
王
封
」
o

東
西
「
瞳
門
」
横
額
浮
堆
「
慶

南
要
地
」
、
「
卑
西
辺
隅
」
八
個
大
字
。

照
壁
後
面
為
一
広
場
、
場
北
有
万
円
数
畝
池
沼
、
俗
称
官
塘
、
塘
中
瑚
石
圏
井
、
修

亭樹一、

専
供
官
族
生
活
用
水
以
及
垂
釣
遊
楽
之
用
。

幾
経
変
故
、

数
百
年
末
、

堂」

-
「
東
花
庁
L

-
「
韓
門
」
己
早
年
被
段
、
僕
幸
大
部
分
主
建
築
還

-
「
後
苑
」

能
保
存
下
来
、
而
且
「
頭
堂
」

-
「
二
堂
L

構
架
至
今
阿
保
留
明
代
建
築
風
格
。

衛
門
右
側
為
世
襲
土
司
莫
氏
嗣
堂
、
系
清
代
乾
隆
年
間
興
建
、
分
前
・
中
・
後
三
進
、

前
面
亦
立
照
壁
、
照
壁
左
右
為
門
坊
、
門
椙
浮
堆
「
本
支
百
世
L

、
「
列
国
一
同
」
八
個

大
字
。
進
入
門
坊
即
大
院
、
第
一
進
為
正
門
、
第
二
進
為
正
庁
、
両
側
設
客
房
、
第
三

進
為
安
放
莫
氏
歴
代
宗
親
牌
位
処
。
「
嗣
堂
」
整
体
造
型
布
局
与
「
衛
門
L

協
調
相
称
。

「
土
司
衛
門
与
土
司
悶
堂
」
是
我
区
保
留
得
較
完
整
的
土
司
建
築
。
一
九
六
三
年
一
井

定
為
区
重
点
文
物
保
護
単
位
、
同
時
接
款
維
修
、
析
城
県
僅
存
的
両
座
古
建
築
、
主
体

基
本
上
恢
復
了
原
貌
。
不
幸
「
文
革
L

期
間
再
遭
破
壊
。
体
現
古
建
築
特
点
的
麹
背
、

浮
離
全
部
被
段
、
花
窓
部
分
柄
欄
。
為
了
早
日
恢
復
古
蹟
原
貌
、
近
年
区
文
化
庁
又
陸

続
楼
款
維
修
、
井
重
建
了
「
東
花
庁
」
、
「
三
堂
」
及
「
後
苑
」
o

看
来
「
析
城
土
司
衛
門

和
桐
堂
」
年
内
可
望
修
復
、
不
久
、
這
一
凝
衆
壮
族
労
動
人
民
智
恵
的
古
建
築
、
在
風

景
秀
麗
的
「
翠
扉
山
」
下
将
会
光
華
重
視
。

ニ
、
折
城
県
西
山
隠
巌
摩
崖
碑

西
山
は
、
肝
城
県
の
県
庁
か
ら
車
で
お
よ
そ
二

O
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
小
高
い

石
灰
岩
の
山
で
あ
る
。

(
写
真
9
)

」
の
山
の
高
さ
は
、
一
ニ

0
メ
ー
ト
ル
位
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
山
を
一

0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
る
と
竜
隠
厳
が
あ
り
、
そ
の
中
は
タ
タ
ミ
で
一

二
八

五
畳
位
の
広
さ
ほ
ど
も
あ
ろ
う
か
、
高
さ
は
最
も
高
い
と
こ
ろ
で
七

1
八
メ
ー
ト
ル
位

で
あ
る
。
そ
の
壁
面
に
三
つ
の
碑
が
(
写
真
山
)
刻
ま
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
宋
代
の

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
掲
載
す
る
三
つ
の
碑
文
は
、
藍
承
愚
氏
の
ご
好
意
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

一「

a
、
西
山
寺
常
住
碑

「
た
て
六

0
セ
ン
チ
、
ょ
こ
五

0
セ
ン
チ
、

J

F

標
題
文
字
六
セ
ン
チ
、
正
文
字
二
・
五
セ
ン
チ
」

西
山
寺
常
住
碑

西
山
之
寺
乃
析
邑
之
勝
一
境
峰
轡
映
帯
蔚
然
可
観
巌
柚
峻
口
口
口
口
口
悦
崖
碑
煙
淡
石
悌

鳳
坐
達
宮
高
人
多
歴
於
此
自
天
聖
開
山
口
口
口
口
二
百
齢
年
前
後
住
持
亦
不
知
幾
人
失

其
間
累
経
愛
故
寺
舎
亦
口
口
荒
涼
歳
在
甲
子
償
法
琳
来
請
欲
騎
西
山
住
持
亦
是
美
意
口

今
以
準
使
職
奉
郡
命
揖
此
邑
越
一
二
年
齢
政
通
人
和
透
方
無
事
幸
観
盛
美
誠
動
於
中
謹
抽

供
給
之
銭
童
拾
渠
貫
伍
侶
市
賀
到
永
康
里
楊
伯
光
戸
下
士
名
香
菜
坂
田
参
垣
塘
田
柴
垣

早
禾
田
楽
旺
共
視
鏡
捧
拾
伍
丈
入
西
山
寺
口
口
常
佳
闇
端
山
口
市
益
百
脚
震
補
之
口
口
口
威
淳

元
年
乙
丑
歳
孟
夏
吉
日
口
勇
副
尉
特
奉
宜
州
準
使
権
肝
城
蘇
事
宜
山
梁
富
字
必
能
書

同
巻
掃
人
楊
氏
二
一
娘

勘
繰
秀
土
葛
珍
口
撰

本
山
住
持
借
法
琳
勤
石

b
、
西
山
功
徳
記

「
た
て
五
五
セ
ン
チ
、
ょ
こ
四
四
セ
ン
チ
、
J

F

額
築
童
百
六
セ
ン
チ
、
正
文
字
三
セ
ン
チ
」

西
山
功
徳
記

時
紹
聖
丙
子
歳
募
誘
衆
練
各
施
資
一
一
絹
省
命
工
匠
於
此
巌
錆
石
悌
聖
像
一
一
等
接
彩
完
就

勝
利
殊
縁
上
願
雷
今
聖
書
帝
国
泰
年
豊
中
願
郡
宰
遷
策
法
輪
常
鴨
下
願
存
亡
獲
利
意
識
合



盤
皆
蹄
悌
道
己
嘗
年
間
孟
秋
月
慶
讃
列
其
施
財
名
者
於
石
庶
慶
標
題
以
停
不
朽

信
善
弟
子
徐
多
欧
陽
留
摩
誠
呉
天
錫
章
蛸
莫
全
整
莫
休
徐
最
蒙
惣
蒙
靖
呉
黄
莫
品
開

丑
葛
語
莫
悶
章
氏
二
一
娘
城
西
何
氏
五
娘
臨
泉
寺
比

E
道
達
雲
蹄
悪
珍
恵
且
成
道
盈
道
雪
化

首
償
恵
宰
同
開
山
勧
縁
借
守
毒
葱
賓

桂
州
西
門
匠
人
臣
偉
鎗
杷
邑
郷
時
書

c
、
遊
西
山
詩

(
築
書
・
正
文
字
と
も
に
九
セ
ン
チ
)

遊
西
山
詩

遊
西
山
詩
並
序
知
宜
州
析
城
豚
事
臨
賀
林
毅

余
嘗
病
世
人
隠
逸
之
嘩
而
仕
官
之
拘
欲
雨
容
其
遍
使
居
山
不
擦
慮
宮
不
拘
而
不
局
偏
蔽

一
曲
之
士
量
不
難
会
哉
蓋
嘗
求
其
人
而
未
得
於
是
私
矯
慕
藷
故
白
少
時
宅
深
山
倶
木
石

未
嘗
不
得
以
文
而
約
以
謹
一

E
芝
泥
検
至
則
必
挟
策
掘
起
者
非
急
進
也
蓋
悪
乎
聾
耳
泊

国
勉
従
仕
廃
敢
告
夢
唯
因
公
暇
則
必
求
山
水
佳
趣
以
白
娯
逼
者
非
綬
公
也
蓋
悪
其
拘
耳

自
余
治
来
賓
嘗
得
四
巌
日
龍
洞
日
白
雲
日
林
公
日
古
典
者
皆
相
望
於
数
十
里
之
間
毎
一

務
隙
即
命
僚
携
秀
贈
収
山
相
輿
遊
駕
不
之
此
則
之
彼
蓋
亦
得
乎
廃
官
不
拘
之
粗
也
既
歪
蕗

邑
問
民
之
飴
及
諸
佳
勝
皆
日
西
巌
南
巌
東
巌
規
制
倶
可
避
正
持
層
到
官
之
初
未
達
遍
賞
一

日
偶
暇
濁
歩
西
巌
始
践
借
合
既
愛
其
清
麗
能
登
層
閤
復
嘉
其
高
明
細
而
現
之
石
室
有
龍

露
背
如
在
理
而
求
之
千
拭
蔦
葉
不
可
名
者
況
距
邑
数
里
足
以
頻
遺
然
則
廃
官
而
不
拘
今

復
堪
其
土
砂
会
顧
雄
貯
左
復
失
憾
膏
因
成
小
詩
及
書
其
序
以
冠
子
篇
首
云

詩

到
官
公
暇
羅
佳
境

首
得
西
巌
数
里
絵

乍
践
借
居
神
慮
爽

旋
登
層
閤
俗
塵
桧

客
遠
山
門
鎮
自
虚

龍
蔵
石
室
誰
能
測

広
西
に
お
け
る
土
可
制
度
の
一
蹴

問
尺
償
乗
民
来
隠

題
迎
障
閣

西
巌
高
閣
勢
昂
昂

震
背
夕
陽
婦
昧
谷

猪
欄
似
蓋
影
来
照

不
待
翠
頭
弦
直
見

題
龍
隠
洞

播
龍
頭
角
臆
何
年

天
下
蒼
生
方
渇
望

贈
害
賓
二
師
山
居

臨
泉
郭
寺
雄
華
麗

珍
重
二
師
能
脱
俗

乱
峰
清
鹿
足
頻
如

下
撒
群
山
景
信
光

故
逢
暗
明
日
出
扶
桑

淡
白
非
庭
燦
未
央

長
安
空
恨
隔
雲
郷

空
把
霊
梶
露
此
間

好
興
需
雨
津
屡
嚢

争
奈
鍾
燈
枕
俗
居

卜
隣
巌
下
有
清
徐

紹
聖
戊
寅
年
春

E
日
居
山
信
守
害
恵
賓
摩
崖
鐘
記

門
生
西
畠
章
烹
書

門
生
賓
陽
章
汝
明
家

桂
林
直
畑
刊

九



広
西
に
お
け
る
土
可
制
度
の

4歯包
1 街門照壁

3 牢房の内部

5 兵房の外面

2 街門大門

4 牢房の外面

6 一堂(暖閣)



7 析城県人民法院

9 西山と竜隠巌

広
西
に
お
け
る
土
司
制
度
の

働

8 莫祖庚氏ζ夫妻

10 竜隠巌の摩崖碑


